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はじめに ― 福岡アジア都市研究所（URC）のご紹介 

 公益財団法人福岡アジア都市研究所（URC） 
 都市政策の研究・提言 
 アジア都市との研究交流、交流プラットフォーム形成 
 まち・都市づくり人材の育成 
 都市に関連する情報の収集・蓄積・発信 

 
http://www.urc.or.jp/ 

（画像引用）公益財団法人福岡アジア都市研究所ホームページ 
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１． スマートシティづくりの前提となる産業とビジョン 

２． 各国のオープンデータの事例から分かること 
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日本のスマートシティ先進地の事例 Kitakyushu City 
スマートシティ実証地はそれぞれ背景となる産業があり、ビジョンがある。 

 鉄鋼・化学などの重工業を基盤とする北九州市。 
 衰退する重工業に代わる新たな環境産業を創造し、海外への展開を加速するビ

ジョンを持つ。 

鉄鋼工場の副産物 

エネルギーに
着目したスマー
トシティ 

（図表引用）北九州スマートコミュニティ創造協議会資料 

発電・蓄電・消費な
どエネルギーの需
給に関する様々な
データを活用・分析
する。 
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日本のスマートシティ先進地の事例 Toyoda City 
スマートシティ実証地はそれぞれ背景となる産業があり、ビジョンがある。 

 トヨタ自動車の本社があり、トヨタ自動車とともに栄えてきた豊田市。 
 次世代自動車を活用した低炭素型社会の実現のビジョンを持つ。 

（図表引用）豊田市資料 

次世代自動車に着目したスマートシティ 

次世代自動車を活
用したエネルギー
の制御に関する
様々なデータを活
用・分析する。 
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福岡市のスマートシティ Fukuoka City 
福岡市のビジョンは「住みたい、行きたい、働きたい交流拠点都市」。 

 福岡市は小売業、卸売業といった商業が基幹産業である。 
 多くの交流が生まれ、居住の質が高い都市をビジョンにかかげている。 

MICEや交通に関する実証活動、都市の生活
に関わるデータの公開が優先されている。 

（図表引用）福岡地域戦略推進協議会（FDC） 
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日本のスマートシティ先進地の事例からの示唆 
スマートシティを目指す前提は何か？ 

 自身の都市の産業 
 既存の強い産業 
 伸ばしたい産業 
 これから伸びるであろう産業 
 

 自身の都市のビジョン 
 市民にどのような生活環境を提供するのか？ 
 企業にどのようなビジネス環境を提供するのか？ 
 どのような特徴のある都市になるのか？ 

これらに関わるデータを活用する社会的なコンセンサスが必要 
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１． スマートシティづくりの前提となる産業とビジョン 

２． 各国のオープンデータの事例から分かること 



 
2010年以降、アジア都市のオープンデータが進んだ。 
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シンガポール 

香港 

台北 

ソウル 

（画像引用） http://data.gov.sg, http://data.taipei, http://data.gov.hk, http://data.seoul. go.kr 



Singapore 
市民参加のデータ活用「ビジュアライゼーションチャレンジ」。 
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 2014年8月～10月末実施 
 持続可能な都市、経済立国、健康的でアクティブな国家、グローバルハブの４テーマ 
 入賞作品は2015年に博物館や美術館に展示される  最高賞金約55万円 

（画像引用） http://data.gov.sg 



Singapore 
公共データを活用した１２カテゴリのアプリケーション。 

11 （画像引用） http://data.gov.sg 
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Singapore 
Business & Economy： 例えば、企業の検索アプリ 
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 ACRA（会計企業規制庁）の企業登記データの活用 

（画像引用） http://data.gov.sg 



Singapore 
Health： 例えば、健康な食事の計画アプリ 

13 

 HPB（健康促進局）のシンガポールで販売されている加工食品の栄養成分表データを活用 

（画像引用） http://data.gov.sg 



Hong Kong 
アプリ開発コンテストを実施。 

 2014年4月のコンテスト表彰 

14 （画像引用） data.one.hk 



Hong Kong 
データのオープン化のコンセンサスが徐々にしか形成されていない。 
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金賞：テキストニュースの音声読み上げ 
（政府ニュースデータを活用） 

銀賞：テキスト情報の音声読み上げ 
（政府ニュース、天気、交通データを活用） 

銅賞：定番の… 
（公共施設データを活用） 

その他、特別賞に交通情報、バス検索、天気予報、図書検索などのアプリ 

（画像引用） data.one.hk 



Taiwan 
台北市から始まった取り組みが、台湾全体のオープンデータに発展。 

16 （画像引用） http://data.gov.tw 



Taiwan 
一番参照されているデータは不動産取引データ 

17 （画像引用） http://www.foundi.info/ 



Taiwan 
マイナーな観光情報も活用されている。 

 例えば、工場見学のアプリ、農村の景観スポット 
 経済部の見学可能工場リスト・連絡先、各工場の地理情報の活用 
 農業委員会の農村景観データの活用 

18 （画像引用） http://data.gov.tw 



オープンにできるデータはそれぞれの社会によって変わる。 

 政府がトップダウンで多くのデータを開放できる社会 
 例えばシンガポール 

 
 政府機関がお互い交渉しながら徐々にしかデータを開放できない社会 

 例えば香港 
 

 市民の声が政府のデータ開放に即座に影響を与える社会 
 例えば台湾 

 
 データのプライバシーに関して極めてセンシティブな社会 

 例えば日本 
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データ開放の社会的なコンセンサスの形成には都市のビジョンが必要 


